


患者

帯下が黄色く粘り気があり，臭いもあるというのは，湿熱証であるこ
とを証明している。
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３ 不眠
症例１　

　●患者 女性，40歳，幹部／●診察時間 2001年６月８日

中年女性が診察室に入ってくる。 顔色萎黄＊であり，身体は痩せていて，元気が

ない。

医師
患者

 不眠の原因は多い。病状を詳しく尋ね，虚実・病位および邪気に侵され
ているのであればその邪気の性質などを明らかにしなければならない。

医師
患者

発病に関して，過度の思慮や悲しみなどの情緒的要素があったことや，
病程が長期にわたっていることなどから考えて，虚証もしくは虚実夾
雑証である可能性が高い。

医師
患者

患者は文化程度も高く，不眠に悩まされていながらも，それに対する
描写が詳しくはっきりしている。ただし，起きた後の「辛い」という
言葉が，心境を指すのか，それともたんなる自覚症状を指しているの
かがはっきりしない。

医師
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胸悶＊・動悸が現れるということは，病位は心である可能性が高い。
めまいがして動くとさらに症状が重くなるため，仕方なく「夜明けまで
目を閉じている」ということは，正気虚損が起きている可能性が高い。
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医師
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倦怠感・力が入らない・息切れ・胸悶は 気虚の象である。
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［舌診］ 痩


